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 要  旨 
MIMO技術は、帯域幅を増やすことなく無線通信の伝送容量および信頼性を向上させるための
有効な方法として期待されている。MIMO技術を用いたシステムでは、送受信双方に複数のアン
テナを、なるべく受信信号の相関が低い位置に配置しなければならない。携帯電話端末は寸法が
小さいために、このような条件を満たすことが困難である。このため、携帯電話端末において、
いかにコンパクトで高性能なMIMOアンテナを設計するかが、アンテナ技術者の重要な課題とな
っている。 
本研究の目的は、携帯電話用の高性能MIMOアンテナを設計し、その性能に関連する重要なパ
ラメータを明らかにして改善を図ることにある。研究の内容を以下に示す。 
周波数は無線ＬＡＮや携帯電話の使用周波数帯を考慮して 2.6GHz 帯を使用した。アンテナ構
成は、まず２種類の構成を検討した。それらは、放射素子のグランドを共通にしたコンパクトな
構成と、放射素子間の独立性を重視して、グランドを別々とした構成である。携帯電話端末では、
装着できる放射素子数は最大４個が限界と考えられるため、本研究では、４素子のＭＩＭＯ構成
について検討を行った。 
屋内レイリーフェージングの環境下において行った実験データに基づいて、容量とそれに関連
する要素となると考えられるアンテナ効率、相互結合、相互相関の関係性について分析を行った。
その結果、グランドを独立にした構成において、提案したアンテナは、放射素子間隔が小さいと
きでも受信レベル相関が低く、放射効率も損なわれずに高い伝送容量を達成できた。一方、グラ
ンドを共通とした構成では、相互相関特性は低いものの、容量は大きく低下した。相互結合が
MIMOの性能に重要な役割を果たすことがわかった。 
次に、交差偏波を使った対称構造の新しい４素子MIMOアンテナを提案し、実験的検討を行っ
た。提案したアンテナは殆ど劣化のない相関性、放射効率、容量が得られ、携帯電話端末用ＭＩ
ＭＯアンテナとして優れていることが明らかとなった。 
アンテナ素子を近接させると、相互結合を避けることはできない。そこで、相互結合を打ち消
すマイクロストリップデカップリング法についてシミュレーションにより基礎検討を行った。結
合を軽減するために、それぞれのアンテナ素子のグランドを分離する方法と、給電線を分岐して
逆相結合する事により、結合をキャンセルする方法を検討し、相互結合を-30dB 以下に減少でき
るというシミュレーション結果が得られた。 
 
